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主人は帯を締めて、給仕してくださる

「腰に帯を締め、ともし火をともしていなさい。」（12・35）イエ
スは今週朗読に選ばれたたとえ話の中で、主がどのようなお方であるか、
教えようとしておられると考えました。どれほど偉大で、どれほど謙虚
な方であるかを知り、誠実にお仕えしようと決意を新たにしたいのです。

報告があります。先週のナイターソフトです。試合そのものは 11 対
12 で惜しくも負けたのですが、11 点のうちの１点を、わたし一人でも
ぎ取りました。これでようやく、万年セカンドゴロアウトも卒業です。
残り２試合あると思いますが、あとは全部セカンドゴロで構いません。

こちらに赴任してから、教会台帳整理をぼちぼち続けています。な
かでも洗礼台帳については、最新の洗礼の記録からさかのぼって、全員
の名前をパソコン入力することにしました。パソコンの力を借りれば、
どんなに古い時代の人でも、瞬時に探し出して洗礼名を知ることができ
ます。最終的には洗礼台帳に本来記載しておくべきもの、堅信とか結婚
とか死亡とか、そうした情報もすべて盛り込みたいと思っております。

洗礼の記録を入力中、驚きの事実が明らかになりました。いちばん
新しい洗礼の記録は、2016年７月 17日に授けた男の子で、6137番です。
これが正しければ、田平教会で 6100 人以上が、洗礼を受けたはずです。
ところが実際には、6000 人ちょっとしか受けていないと分かりました。

最新の洗礼の記録からさかのぼって入力を続けて 1650 人過ぎたあ
たりでのことです。台帳の番号が、4491 番 4490 番となって、さらに１
つ手前の番号が、4389 番となっていたのです。何度も確認しました。ど
うやら当時の主任神父様が番号を 100 人分すっ飛ばしたようなのです。

台帳記録は当然若い番号から記録します。4388 番、4389 番と記録
していたのに、次の番号はなぜか 4490 番でした。その後番号はずれた
まま、現在の 6137 番へと受け継がれました。記録上 4400 番台は 4490
番から 10 人しかいないのです。こんな説教をしているので、当時の主任
神父様はきっと天国でくしゃみをしていることでしょう。

福音朗読に戻りましょう。「腰に帯を締め、ともし火をともしてい
なさい。」この戒めをよく教えてくれた経験は、大神学院生活の中にあ
ったと思っています。大神学院では年に一度、神学院祭というお祝いが
ありました。卒業した先輩司祭がお祝いにたくさんやってきて、この学
び舎での思い出を語り合い、後輩神学生を励ましてくれる日でした。

神学院祭の大きな柱は「記念ミサ」と「祝賀会」で、記念ミサでは
25 周年の司祭が、司教様方がずらりと並ぶ記念ミサの中で説教をします。
わたしも、恐れ多いとは思いましたが、10 周年の時には記念のあいさつ
をさせてもらいました。

もう一つの柱、祝賀会では、これまた年に一度しかお目にかかれな
い場面が待っています。大神学院の最上級生である助祭様が、卒業生の
先輩司祭たちと後輩の大神学生たちの給仕をしてくださるのです。まさ



に今週の福音朗読の通り、「腰に帯を締め」（12・35）「戸をたたくと
き、すぐに開けようと待っている人のようにして」（12・36）給仕して
くださるのです。

１年 365 日のうち、この日だけは、最上級生の助祭様に、「お代わ
り」「飲み物を持ってきて」と要望することができるのです。同じ大神
学生であっても叙階の秘跡を受けている最上級生に何かを命じるなんて
恐れ多いことですが、この日だけは目一杯こき使うのでした。

わたしたち後輩が「お代わり」「ワインついで」と助祭様に注文す
ると、中には「覚えてろよ」という人もいました。ただ、この最上級生
が給仕をする経験には、大切な意味があったのだと後で知るのです。

その一つは、自分たちも後に最上級生になり、卒業生や後輩たちが
「おーい、お代わり」「おーい、ワインついで」と言われたらすぐに給
仕をしなければならないということです。わたしも最上級生になり、叙
階の秘跡を受けた助祭になって、神学院祭の祝賀会で腰に帯を締め、給
仕をしました。後輩たちの無茶な要求に、「自分たちも同じことをした
んだな」と思い返すことになります。

もう一つは、目の前にいる卒業生、それぞれの教区で活躍している
先輩司祭たちも、同じように腰に帯を締め、呼ばれればすぐに給仕をし
た人たちなんだとしみじみ思ったのです。その中から、ある人は小教区
の主任司祭になり、ある人は教区司教になり、またある人は大司教や枢
機卿になっていったのだなぁと、しみじみ思ったのです。

「腰に帯を締め、ともし火をともしていなさい。主人が婚宴から帰
って来て戸をたたくとき、すぐに開けようと待っている人のようにして
いなさい。」仕える僕の心得ですが、神学生や司祭にとっては、のちに
司教になり、大司教になり、枢機卿になる方々すべての心得なのです。

わたしたちが目を覚ましている僕として本当に用意していなければ
ならない主人はイエス・キリストです。イエスは目を覚ましているよう
にと要求するだけでなく、ご自身が目を覚ましている僕であり、わたし
たちのもとにおいでになれば「帯を締めて、僕たちを食事の席に着かせ、
そばに来て給仕してくれる」（12・37）お方なのです。

命令であれば、人をあごで使うような主人にも目覚めて用意してお
くこともあるでしょう。しかしわたしたちが目覚めて用意しておく主人
は、わたしたち以上に柔和で謙遜な主人、わたしたちのために喜んで給
仕してくださる主人なのです。わたしたちは喜んで、目を覚ましている
僕となる必要があるのではないでしょうか。

田平教会に赴任して、教会台帳を整理しながら、何とまぁ大雑把な
管理だろうかと最初は思ったのですが、今週の福音を学びながら思い返
しました。わたしは、いつイエス・キリストに田平教会の台帳提出を求
められても、いつでも提出できるように腰に帯を締めて、目を覚まして
用意しているようにこの小教区に招かれたのだと思います。必ず台帳整
理を成し遂げて、「主人が帰って来たとき、目を覚ましているのを見ら
れる僕」（12・37）となりたいと思います。
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